
入 札 説 明 書 

 

 公立大学法人福岡県立大学が発注する２号館屋上 防水改修工事に係る入札公告に基づ

く一般競争入札においては、関係法令に定めるもののほか、この入札説明書によるものと

する。 

 入札に参加する者は、下記事項を熟知のうえ入札しなければならない。この場合におい

て、当該仕様等について疑義がある場合は、６に掲げる者に説明を求めることができる。

ただし、入札後は仕様等についての不知又は不明を理由として異議を申し立てることはで

きない。 

 

１ 公告日  令和２年８月５日（月） 

 

２ 競争入札に付する事項 

（１）契約事項の名称 

   福岡県立大学２号館屋上 防水改修工事 

（２）工事場所 

福岡県田川市伊田４３９５番地 

公立大学法人福岡県立大学 ２号館屋上 

（３）工期 

契約締結日から令和２年１１月３０日まで 

 

３ 工事の仕様等 

別添「仕様書」のとおり 

 

４ 入札参加資格 

（１）公立大学法人福岡県立大学契約事務取扱規則第４条及び第５条に該当しない者であ

ること。 

（注）公立大学法人福岡県立大学契約事務取扱規則第４条及び第５条 

 

第４条 売買、貸借、請負その他の契約につき一般競争入札に付するときは、その他の法

令の定めによるほか、当該契約を締結する能力を有しない者及び破産者で復権を得ない

者及び福岡県若しくは福岡県以外の地方公共団体又は国（公団を含む）から指名停止処

分となっている者を参加させることができない。 

 （一般競争入札に参加させないことができる者） 

第５条 次の各号のいずれかに該当すると認められる者を、その事実があった後２年間一

般競争入札に参加させないことができる。これを代理人、支配人その他の使用人として

使用する者についても同様とする。 

(1) 契約の履行に当たり故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質若しくは

数量に関して不正の行為をした者 

(2) 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正な利益を得るため

に連合した者 

(3) 落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者 

(4) 監督又は検査の実施に当たり職員の職務の執行を妨げた者 



(5) 正当な理由がなくて契約を履行しなかった者 

(6) 前各号のいずれかに該当する事実があった後２年を経過しない者を、契約の履行に

当たり、代理人、支配人その他の使用人として使用した者 

２ 会計責任者は、前項の規定に該当する者を入札代理人として使用する者を一般競争入

札に参加させないことができる。 

 

 

（２）「福岡県が施工する建設工事の請負契約に係る競争入札に参加する者に必要な資格」

（平成 28 年 3 月 11 日福岡県告示第 219 号）に定める資格を得ている者（令和２年度

福岡県建設工事競争入札参加資格者名簿（以下、「入札参加資格者名簿」という。）

登載者）。 

 

５ 入札参加条件 

（１）福岡県建設工事に係る建設業者の指名停止等措置要綱（令和 2 年 5 月 28 日 2 財活第

696 号）に基づく指名停止（以下「指名停止」という。）期間中でないこと。 

（２）福岡県建設工事競争入札参加者の格付及び選定要綱（昭和 54 年 9 月 22 日総務部長

依命通達）第 7 条第 2 項の規定に基づく措置期間中でないこと。 

（３）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づき更生手続開始の申立てがなされてい

る者又は民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）に基づき再生手続開始の申立てがなさ

れている者でないこと（更生手続開始の決定後又は再生手続開始の決定後、手続開始

決定日以降の日を審査基準日とする経営事項審査に基づく入札参加資格者名簿の登載

者を除く。）。 

（４）建設業法第３条第１項に規定する営業所を、福岡県内に有すること。 

（５）福岡県の入札参加資格者名簿の業者等級別格付けが A、B 又は C であること。 

（６）過去の同種工事の施工実績を有すること。 

 

６ 当該調達契約に関する事務を担当する部署の名称及び所在地 

公立大学法人福岡県立大学 経営管理部 総務財務班 

〒８２５－８５８５ 福岡県田川市伊田４３９５番 

電話番号（０９４７）４２－２１１８（内線２０３４） 

FAX 番号（０９４７）４２－６１７１ 

 

７ 契約条項を示す場所 

６の部署とする。 

 

８ 契約書作成の要否 

  要（契約条項は、別添契約書様式に示すとおりとする。） 

 

９ 入札書及び契約の手続きにおいて使用する言語及び通貨 

日本語及び日本国通貨 

 

 



10 入札書の提出日時、提出場所及び注意事項 

（１）提出日時 

令和２年８月２４日（月） １３時３０分から 

（２）提出場所 

   福岡県田川市伊田４３９５番地 

   公立大学法人福岡県立大学 附属研究所 大セミナー室 

（３）注意事項 

ア 入札参加者は、入札書（別紙様式）を直接持参し、提出しなければならない。電

話、電報、テレックス、ファクシミリその他の方法による入札は認めない。 

イ 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に

相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数を

切り捨てた金額）をもって落札価格とするので、入札者は、消費税及び地方消費税

に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額

の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載すること。 

ウ 代理人が入札する場合は、入札書に入札者の住所、氏名又は名称若しくは商号及

び代理人であることの表示並びに当該代理人の氏名を記載して押印（外国人の署名

を含む。以下同じ。）をしておくとともに、入札時に委任状を提出しなければなら

ない。 

エ 入札書は封筒に入れ密封し、かつ、封皮に氏名（法人の場合はその名称又は商号）

及び「福岡県立大学２号館屋上 防水改修工事の入札書在中」と朱書きしなければ

ならない。 

オ 入札者又はその代理人は、入札書の記載事項を訂正する場合は、当該訂正部分を

線で抹消し押印しておかなければならない。 

カ 入札者又はその代理人は、一度提出した入札書の引換え、変更又は取消しをする

ことができない。 

キ 入札者又はその代理人は、入札書を提出するときは、入札公告等において求めら

れた義務を履行するために必要とする関係書類を併せて提出しなければならない。 

ク 入札者又はその代理人が相連合し、又は不穏な挙動をする等の場合で競争入札を

公正に執行することができない状態にあると認めたとき、又は天災地変その他やむ

を得ない事由が生じたときは、当該入札を延期し、又はこれを中止することができ

る。 

ケ 入札者又はその代理人は、入札時刻後においては入札の場所へ入場することはで

きない。 

コ 入札者又はその代理人は、入札の場所に入場しようとするときは、入札関係職員

の求めに応じ、入札参加資格を証明する書類又は身分証明書を提示しなければなら

ない。 

サ 入札又はその代理人は、入札担当者がやむを得ない事情があると認めた場合のほ

か、入札が終了するまでは、入札の場所を退場することができない。 

シ 入札書の提出前に退場した者は、いかなる理由であれ、その入札に参加できない。

また、再度入札を行う場合も同様とする。 



 

11 開札 

（１）日時及び場所 

   入札終了後直ちに１０（２）の場所において行う。 

（２）開札に立ち会うことを認められる者 

開札は、入札参加者を立ち会わせて行うものとし、入札参加者が立ち会わない場合

は、入札執行事務に関係のない職員を立ち会わせてこれを行う。 

 

12 落札者がない場合の措置 

  開札をした場合において落札者がないときは、公立大学法人福岡県立大学契約事務取 

扱規則第１８条の規定により、直ちに再度入札を行う。 

 

13 入札保証金及び契約保証金 

（１）入札保証金 

   見積金額の１００分の５以上の入札保証金又はこれに代わる担保を納付又は提供す 

ること。ただし、次の場合は入札保証金の納付が免除される。 

ア 公立大学法人福岡県立大学を被保険者とする入札保証保険契約（見積金額の１０

０分の５以上を保険金額とするもの）を締結し、その証書を提出する場合 

イ 過去２年の間に、福岡県若しくは福岡県以外の地方公共団体又は国（公団等を含

む。）及び地方独立行政法人との同種・同規模の契約を履行（２件以上）したこと

を証明する書面を提出する場合 

（２）契約保証金 

   契約金額の１００分の１０以上の契約保証金又はこれに代わる担保を納付又は提出 

すること。ただし、次の場合は契約保証金の納付が免除される。 

    ア 公立大学法人福岡県立大学を被保険者とする履行保証保険契約（契約金額の１０ 

０分の１０以上を保険金額とするもの）を締結し、その証書を提出する場合 

    イ 過去２年の間に、福岡県もしくは福岡県以外の地方公共団体又は国（公団等を含 

む。）、及び地方独立行政法人との同種・同規模の契約を履行（２件以上）したこ

とを証明する書面を提出する場合 

 

14 入札の無効 

  次の入札は無効とする。 

なお、１２により再度入札を行う場合において、当該無効入札をした者は、これに加

わることができない。 

（１）金額の記載がない入札 

（２）法令又は入札に関する条件に違反している入札 

（３）同一入札者が二以上の入札をした場合、当該入札者のすべての入札 

（４）入札者又はその代理人の記名押印がなく、入札者が判明できない入札 

（５）入札保証金が１３の（１）に規定する金額に達しない入札 

（６）金額の重複記載又は誤字若しくは脱字により、必要事項を確認できない入札 



（７）入札参加資格のない者、入札参加条件を満たさない者（開札時点において指名停止 

期間中である者等入札参加条件に反した者を含む。）及び虚偽の申請を行った者がし

た入札 

 

15 入札書に関する事項 

入札書は、法人で示す書式により次のことを表示し押印すること。 

（１）入札年月日 

（２）入札者の住所、氏名及び印（法人の場合は所在地、商号又は名称、代表者の氏名及

び印） 

ただし、代理人出席の場合は、入札者の住所、氏名（法人の場合は所在地、商号又

は名称）及び代理人自身の氏名及び印（委任状で使用している私印であること。） 

（３）入札金額（記載する金額は１０（３）イのとおりとする。） 

    

16 落札者の決定の方法 

（１）予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とす

る。 

（２）落札者となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、直ちに当該入札者に

くじを引かせ、落札者を決定するものとする。この場合において、当該入札者のうち

開札に立ち会わない者又はくじを引かない者があるときは、これに代えて当該入札事

務に関係のない職員にくじを引かせるものとする。 

（３）入札は２回を限度とし、再度入札においても落札者がない場合は、再度入札におい

て最低金額の入札を行った者に見積書を提出させ、予定価格の制限の範囲内で随意契

約を行うものとする。 

 

17 その他 

（１）入札参加者、又は契約の相手方が本件調達に関して要した費用については、すべて 

入札参加者、又は契約の相手方が負担するものとする。 

（２）入札に参加する者は、参加に当たって知り得た個人情報、事業者の情報その他公立 

大学法人福岡県立大学の情報（公知の事実を除く。）を漏らしてはならない。 

（３）提出された資料等は返却しない。 

（４）入札当日持参するもの。 

 ・入札書 

 ・入札書を入れる封筒 

 ・法人の場合は、法人登記簿謄本及び代表者印（代表者印は入札書への押印用。） 

 ・代理人が入札に参加する場合は、委任状及び代理人の印鑑（代理人の印鑑は入  

札書への押印用。）  

 ・入札参加申込確認票（提出書類及び添付書類） 

 


